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研究目的 

 自治体防災担当者と住民が災害情報（発生場
所や状況）を随時インターネットでやり取りでき
る仕組みの構築 

 →・専門家と地域住民による地域ハザードマップの共同生成、・災害に関する 

    地域情報の専門家への提供、・専門家、一般市民、自治体職員の垣根を 

    越えて利用可能な災害データベースの構築、等に利用を目指して。 

 

 防災・減災のための準備・対処方法を身に付
けるための防災マニュアルを試作 

 →自主防災組織の研修会等で、講師として活動できる人材養成のための教材 

   としても使えるように。 



研究成果 

 災害情報ハンドリングモジュールの試作 
ＧＩＳシステムを利用して、災害発生地点の状況をスマートホンやパソコンなどから
ネット上にアップし、地図上に表示・閲覧できる仕組みを試作した。試作したモ
ジュールは宇城市において建物の耐風性能の調査、具体的には、宇城市のある
地区において、建物の写真を撮影し、階数、屋根形状、構造種別などのデータと、
建物の位置を地図上に対応づけたデータベースを試験的に作成し、運用上の問題
点や、データのマネージメントにおける問題点の洗い出しを行った。 

 防災マニュアルの作成 
・自治体職員向けの防災マニュアル： 

災害発生時の自治体職員や関係する自主防災組織において指導的役割を果たし，
自治体防災担当職員と連携しながら，市民の避難や復旧活動など，災害対策活動
を指導する立場の人材を育成するためのマニュアルとしても活用。 

住民用の災害対応パンフレット：台風接近時の強風災害に対する事前の準備、最
中の対応に関して、最も注意しなければならない点、最も防災・減災上有用な点に
絞り込んだ、Ａ４見開き４ページの冊子として作成した。 



アウトリーチ・アウトプット（その１） 

 自治体職員向けの防災マニュアル 

   



アウトリーチ・アウトプット（その２） 

 住民向けの防災マニュアルの作成 

   


